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和文抄録：本研究は、「職業生活」の場におけるソーシャルワークに関し、昨今の我が国の状況を鑑
み、特に「保安職業従事者」の中でも自衛官とその家族を研究対象とした。そこで、米国における
MilitarySocialWbrkの概要ならびにMilitarySocialWbrkerの養成課程等の現況を把握することで明らか
となった、MilitarySocialWOrkの展開に際して必要とされる知識･技術等の、我が国における活用の可
能性と展望について試論を展開した。なお、本研究は３部構成であり、本稿ではMilitarySocialWOrkの
概要ならびにﾊﾙ4s〃S7q"｡b姉./brSbcjaﾉ恥戒Ｐ'．αα花ｅｗ"ﾙSｾrw℃es’たｍｒｑ"s,＆７ｿiejrFb〃ﾉﾉﾉ“の部分的
な整理を行うことにより、保安職業従事者（特に自衛官）とその家族を対象とした「職業生活」の場
におけるソーシャルワークを展開するにあたり、彼らが所属する職業集団の環境とその特徴ならびに
業務の固有性等を十分に把握・理解・尊重する必要があることが明らかとなった。
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１－１．はじめに
ソーシャルワーク実践の領域は、各時代の人々の生活状況およびそれに関連する社会的・文化的背景、さら
にその中において顕在化した生活困難・生活問題への対応を進めることで、柔軟にその領域を拡大ならびに深
化してきた。そのため、現時点ではソーシャルワーク実践の対象領域として十分に認知されていない「場」に
おいても、将来的にソーシャルワーク専門職による介入の必要性が認識され、その活動が定着する可能性は十
分に考えられよう。
例えば、ソーシャルワーク実践の対象領域に関する変化について、平成20年（2008年）７月１４日に日本学術
会議社会学委員会社会福祉学分科会が示した「提言近未来の社会福祉教育のあり方について一ソーシャル
ワーク専門職資格の再編成に向けて－」の中では、「生活課題が多様化・拡大化・複合化する現状」（日本学術
会議社会学委員会社会福祉学分科会2008：２）が指摘され、これらの課題に対応するためにより高度な専門性
を有したソーシャルワーカーの人材確保が社会的に強く要請されていると提言するとともに、同時に複数の例
を示しながら「新たな領域においても、ソーシャルワーカーに対する期待が高まっている」（日本学術会議社
会学委員会社会福祉学分科会2008：ｉｉ）としている。
そこで本研究では、我が国において徐々に実践ならびに研究実績が蓄積されつつあると考えられる「職業生
活｣'の場におけるソーシャルワークに着目し論究を行う。
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１－２．研究対象と研究目的
本研究では、「職業生活」の場におけるソーシャルワークに関し論究を行うが､その際に総務省の「日本標準
職業分類｣2を参考とし、その中でも特に、昨今の国内外の情勢ならびに法制度の改変に伴い、その業務内容に
著しい変動が生じている職種の一つと考えられる「Ｆ保安職業従事者｣のうち「自衛官｣とその家族を研究対
象として措定する。
総務省（2009）は、この「保安職業従事者」に関し
国家の防衛、社会・個人・財産の保護、法と秩序の維持などの仕事に従事するものをいう。自衛官・警察
官・海上保安官・消防員として任用されていて、医療・教育・事務などのように、他の分類項目に該当す
る仕事に従事するものも含まれる。
としており、その詳細としては、４３自衛官（431陸上自衛官、432海上自衛官、433航空自衛官、434防衛大
学校･防衛医科大学校学生)、４４司法警察職員（441警察官、442海上保安官、449その他の司法警察職員)、４５
その他の保安職業従事者（451看守、452消防員、453警備員）と示しており、本研究では、主として「４３自衛
官（431陸上自衛官、432海上自衛官、433航空自衛官）とその家族を対象としたソーシャルワークに関し論究
する。
本研究において保安職業従事者（特に自衛官）およびその家族を研究対象とする背景としては、平成28年３
月29日「我が国及び国際社会の平和及び安全の確保に資するための自衛隊法等の一部を改正する法律・国際平
和共同対処事態に際して我が国が実施する諸外国の軍隊等に対する協力支援活動等に関する法律」（以下､平和
安全法制関連２法）が施行されたことがあげられる。また、これに関連し2016年11月１８日には、南スーダンで
の国連平和維持活動（PKO）に派遣される陸自派遣施設隊への「駆け付け警護」と「宿営地の共同防護」の新
任務を付与する命令が発出（朝雲新聞：2016）され、隊員自身が関わる業務内容のハイリスク化と、それに伴
う隊員家族への影響が懸念されることにある3･
このような自衛隊を取り巻く状況ならびに自衛隊という職業生活の場における業務内容の変化は、国内なら
びに国際状況に起因する社会変動の影響の一つとも考えられ、佐藤（2001:130）の「社会変動は、ソーシャル
ワークに活動の場を提供する」という指摘から、生活の全体性と継続性に着目し、人間と環境の接点に介入す
るソーシャルワークを基盤とした体系的な支援システムの構築について検討を進める必要性は十分にあると考
えられる。
そこで、本研究の研究対象である保安職業従事者（特に自衛官）について「日本標準職業分類」では「国家
の防衛、（中略）などの仕事に従事するもの」と規定していることから、既に米国では「国家の防衛」に関わる
職業集団いわゆる「Military」に所属する人々 （ここでは特に兵士本人とその家族等）へのソー シャルワー ク
(MilitarySocialWOrko以下、MilSW｡）の実践が展開され、なおかつ大学院等において専門職（MilitarySocial
Wbrkero以下、MilSWer｡）が養成され、既にMilitaIyに配属されている状況に着目し、その実践･養成に関わる
知見ならびに知識・技術等を明らかにすることで、将来的にそれらの我が国おける保安職業従事者（特に自衛
官）とその家族に対する支援への活用の可能性について、試論を展開することを目的とする。
１－３．本研究の構成と研究方法
本研究では、上記の研究目的にそって次のような課題を設定した。
ｌ）アメリカのMilSWの概要とMilSWerの養成が理論・実践的見地からソーシャルワークの一領域としての
固有性を有していることを確認する。
２）ｌ）を基盤に､NationalAssociationofSocialWbrkers（全米ソー シャルワー カー 協会。以下、ＮASW｡）が
発刊しているM4S〃Ｓ７α"db姉./brSbcmﾉ恥戒Ｐｍｃ"cew"〃Sｾrvjces,姥/αrα"s,＆７ﾙe〃Ft7m"峰を元にMilSW
の展開に伴いMilSWerに修得が期待される知識・技術について整理を行い、我が国におけるそれらの活
用の可能性について論究を行う。
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研究方法は､先に挙げた研究目的･研究課題にそって､MilSWの概要ならびに実践状･支援対象およびMilSWer
の養成体系に関わる文献・資料を基に論究をすすめた。その際に、MilSWに関わる各種専門書ならびに原著論
文だけではなく、アメリカのMilSWの実践においては、様々 な機関が、MilSWの対象となる兵士・家族・退役
軍人への情報発信をWeb上で行っているため、そこで公開されている資料・情報を活用するとともに、2011-
2012年に筆者がアメリカのMilitaIySocialWbrker（以下、MilSWer）の養成課程がある大学院での講義等に参加
ならびに収集した資料等を参考にした。
その中でも特に、ＮASWが刊行しているMilSWerがMilSWの対象者に提供することが期待されるサー ビスの
範囲やその際に必要とされる知識・視点等について整理されているM4s〃sIα"｡h砿/brsbcmﾉ恥戒Pmc"cew"ル
Sｾrwces,姥"rα"s,＆Ｚ７ｉｅ〃Fb胴"jesに着目し、その特徴ならびにMilSWの展開における固有性等について整理・
分析を行うことで、我が国の保安職業従事者（特に自衛官）とその家族への支援において活用可能な示唆を得
ることを狙いとした。
また、本研究は３部構成とし、本稿ではM4s〃＆α"｡hﾉzﾒ９．/brsbcm/恥戒Prα“たｅｗ"ﾙ舵rwcas,姥､、"s,＆7ﾙe〃
Fb〃"iesの冒頭部分のみについて整理・分析を行い、次稿以降において、より具体的な論究を行うものとする。
なお、本稿は文献・資料による研究であるため、参照した文献の存在・出典を明示するとともに、先行研究が
示す知見と自らが明らかにした知見を区別し論究を行った。
Ⅱ本論
Ⅱ－１．MiIitarySocialWorkの概要
ここでは、アメリカにおけるMilSWに関する各種先行研究から、MilSWの全体像について整理を進める。
先ず、CouncilonSocialWbrkEducation（ソーシャルワーク教育評議会、以下、ＣＳＷＥ）（2010:2）は、MilSW
の定義として、
ServiceMembers（兵士。以下、ＳＭ)、Veterans（退役軍人。以下VT）ならびにその家族および地域社会に
予防、治療およびリハビリ・医療の提供に関する直接的な実践、政策および行政活動、アドボカシーに関
係している。MilSWerは多様なコミュニティーでクライエントとその家族の生活の質を向上するためのプ
ログラム、施策、手続きを開発し促進してきた。MilSWerは、現役から退役への移行時も支援とトリート
メントを行っている。これには、ＳＭと家族への連続したケアサービスが含まれる
としている。また、MilSWの構成については、OccupationalSocialWOrkの視点から論究した先行研究が複数確
認されており（Applewhite,Hamlin,Brintzenho企Szoc,Timberlake:1995,DuPlessis:2001,KrugeEVanBreda:2001)、
Madiebn（2001：145）は、MilSWをソー シャルワー クの一領域として位置づける事が可能な理由として「実際
にMilSWは、OccupationalSocialWOrkの大部分に当てはまるものである。Militaryは単に別の種類の労働環境で
あり、本質的には非民間人である軍人への支援サービスである」と指摘している。
また、MilSWerの活動場面の一つがMilitaryの内部であることから、我が国ではMilitaryが関わる可能性のある
戦闘活動に対し、ソーシャルワーカーが間接的にも関わる可能性を懸念する傾向があるとも考えられるが、こ
の点についてHazle,Wilcox,Hassan（2012：229）は、MilitarySocialWbrkerに求められるクライエントヘの視点
として「軍隊に入った理由、または争いの背後にあるポリシーが何であれ、これは助けを必要としているハイ
リスクな集団であり、私たちには彼らを支援しケアする道徳的義務がある。彼らが直面する多くの困難を解決
するにはコミュニティー規模での活動が必要である」と示唆している。
さらに、Hassan,Fly､、（Hassan,Flynn2012：280）はMilSWの役割について整理を進める過程で「ソー シャル
ワーカーは戦争または侵略を支持しない。ソーシャルワーカーは軍の存在によって最も影響を受けている人た
ちに対する意味のある支援を行う」として、MilSWerが保有すべき視点について言及している。
また、DeAngelis（2004）は、MilSWerの活動の主たるものとして「MilSWerの最も重要な役割は兵士を家庭
に戻らせること」としており、このことから本研究で着目するDeploymentをはじめとするMilitaryでの特徴的な
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業務の影響による長期間にわたる不在等により家族の状況が変化したことなどへの対応が、MilSWerに求めら
れる支援活動の一つであると考えられる。
以上､先行研究を元にMilSWの全体像とMilSWerの活動概要を整理したが、これによりMilSWの実践基盤は伝
統的なソーシャルワークの理論体系に根ざしていることは明らかとなった。また､上記の主な定義と概要から、
MilSWはソーシャルワークの原理・原則に立脚点を置く専門職による支援活動であり、その活動の場の一つが
MiIitaIyではあるが、他のソー シャルワー ク実践と類似する多くの活動内容を多く含んでおり、さらにMilitaIy
に関係する対象者を取り巻く環境及び状況に即した、より専門的知識・技術および専門性が求められることが
明らかにされた。
Ⅱ－２．ノVASI/I/Ｓね"damIs/brSocﾉaノＷbﾉｫＰｹﾖc施ｅＭ"iｿ7SerWCeSI/e喧眉ﾉ7ｓ，＆777e〃届、ﾉM/esの
全体像
アメリカのソーシャルワークに関わる専門職団体の一つであるＮＡＳＷは、MilSWerの養成にかかわる方針な
らびにサービスの基準ならびに実践者へのMilSWに関する継続した教育・トレーニングにかかわるプログラム
のためのガイドラインとして、ハル4s〃釘α"｡h'てﾒ，./brsocjα/恥rAr丹ａａｊｂｅｗ"ルServices,脆”α"s,＆７ﾙe〃”胴jﾉﾉ“
(以下、ガイドライン）を示している。
このようなMilSWerに必要とされる教育に関しWboten（2015：Ｓｌ）は、
MilSWにおける基礎知識とは､軍人とその家族が生活し仕事をしサービスを受ける社会的な環境において、
ソーシャルワーカーが理解し介入する必要がある文化的、組織的、および連続的な知識を指す。
としており、ここでいう知識とは、ソー シャルワー ク実践のエビデンスに関する知識・Militaryに固有の問題・
Deployment（派遣・配置)4等にかかわるものなど多岐にわたるが、いずれも支援活動を展開するにあたっては
必要不可欠のものといえよう。
そこで先ず、本稿で論究の対象とするＮASWが刊行しているガイドラインについて、若干の整理を行う｡こ
のガイドラインは、ＮASWがWebサイト上で公開しているものであり、本研究で参考とするものも含め19のガ
イドライン5が示されている（NASW:Practice＆ProfbssionalDevelopmentPractiCe)。
さて、この「Standards」に関しＮＡＳＷは、ソーシャルワーカーが提供すべきサービスを示すベンチマークを
提供するものとしており、それについてはソーシャルワーカーを雇用する雇用主も協力すべきものであるとし、
さらにクライエントがこのガイドラインに示されているようなサービスを期待することができるものとしてい
る。
加えて、このガイドラインはソーシャルワーカーにとっては「ツールキットの役割も担う」（NASW:Practice
＆ProfbssionalDevelopmentPractiＣｅ）ものであるとし、それは熟練したソー シャルワー カー ならびに新人のソー
シャルワーカーの両者にとって有効であるとしている。
さて、このﾉv,4s〃釘α"db砿/bﾉ．sりc/α/〃b'･ＡＰ'．αc"ceMﾉ"Asｾﾉ･wc“,姥ｒｑｍ"３，＆"eかFb”ﾉ郷の全体構成は以下の
とおりである。
（１）Introduction・Definitions・GuidingPrinciples・Goals．
（２）StandardsfbrProfessionalPractice．
①Standard1.EthicsandValues．
②Standard2.Qualifications．
③Standard3Knowledge．
④Standard4Assessment．
⑤Standard5.ImervemionandTreatmentPlanning．
⑥Standard6PracticeandProgramEvaluationandlmprovement．
⑦Standard7.ProfessionalDevelopment．
⑧Standard8.Supervision,Leadership,Education,andTraining．
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⑨Standard9Documentation．
⑩StandardlOInterdisciplinaIyLeadershipandCollaboration．
⑪Standardll・CulturalCompetence．
⑫Standard12.Advocacy．
（３）Refbrences・Resources（NASW2012：４)．
本ガイドラインでは、ソーシャルワークの展開過程に沿って、MilSWの実践に必要とされる視点・知識・技
術が解説されている。そこで次項では、上記の項目のうち「Introduction･Definitions･GuidingPrinciples･Goals」
の概要について整理を行う。
Ⅱ－３．「Introduction・Definitions・GuidingPrincipIes・Goals」の概要
（１）「Introduction・Definitions・GuidingPrincipIes・Goals」
ここでは、MilSWの全体像と第二次世界大戦以降のこれまでのMilSWの経緯を解説するとともに、昨今の状
況からMilSWerの必要性が高まっていることを指摘している。
その中で、MilSWerに期待される活動として、
ソーシャルワーカーは多様な文化的背景の個人や家族を生涯にわたって支える専門的技術を用いること
で、軍人や退役軍人とその家族が直面しているかもしれない課題への取り組みを様々な方法で支援する
（NASW2012:5)。
とし、さらにMilSWerの活動の現況として、
ソーシャルワーカーには、軍と退役軍人という集団のニーズに応える重要性に関し、様々な専門家、一般
の人々に対する影響を及ぼす機会がある｡この集団のために働く教育を受け訓練を積み､技術を持ったソー
シャルワーカーの必要性は増加しつつあり、クライアントのニーズはしばしば複雑で､ソーシャルワーカー
の需要をいっそう重大なものにしている（NASW2012:6)。
と指摘している。
また、定義（Definitions）では、MilSWにおいて頻繁に用いられる特徴的な用語６について整理を行っている
が、ここでは特に「Client｣、「Family｣、「ServiceMember｣、「SocialWOrker」の概要について以下に列挙する。
①Clientとは、特定の個人、カップル、または機能している家族のことを指し、軍人、退役軍人、家族メン
バー、または愛している人を含む。
②Familyとは、軍人または退役軍人と、亡くなった軍人または退役軍人の遺族の血のつながった家族、拡大
家族、ドメスティックパートナー、養子または養育した家族メンバー、友人、重要なその他の人を指す。
③ServiceMemberとは、アメリカ軍の任意のメンバーのことを指しており、米国には、theAImybtheNavyｩthe
AirForce,theMarineCorps,theCoastGuardを含む、７つの武官組織があるとしている。
④SocialWOrkerとは、最低でも、ＣＳＷＥからの学士号（BSW）を有するものとしている。本来、ソー シャル
ワーカーには、個人や集団あるいはコミュニティーが、その心理・社会的能力を取り戻したり高めるのを
支援する一方、人々の目的に有利な社会的状況を生み出すものである。ソーシャルワークの実践には、人
間の発達と行動についての知識が必要である。すなわち、社会的・経済的・文化的な慣習と、これらの要
因全ての相互作用についての知識が必要である。なお、ソーシャルワーカーは軍隊で軍のメンバーとして
勤務したり、あるいは民間人として働くこともできる（なお、ＢＳＷ・ＭＳＷ・ＤＳＷそれぞれのソーシャル
ワーカーに求められる役割等についても後述されている)。
さらに、基本理念（GuidingPrinciples）では、このガイドラインが意図するMilSWの全体像ならびに対象につ
いて整理し、Goalsでは、本ガイドラインがMilSWの展開においてソー シャルワー カー が提供することが望まし
いとされるサー ビスの範囲について示し、その基準を以下のように示している（NASW2012：12-13)。
①MilitaIyCulture及び提供されるサー ビスの影響についての理解を通じ、ソー シャルワー カー がＳＭとＶＴ，そ
して彼らの家族に提供するサービスの質を維持し高めること。
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②重大な障害･負傷を受けたＳＭ、ＶＴに固有な課題と、主な介護者に固有な課題についての理解を通じ、ソー
シャルワーカーが彼らに提供するサービスの質を維持し高めること。
③ＳＭ・ＶＴと彼らの家族と働く専門のソーシャルワーカーに期待されることを定義すること。
④ＳＭ・ＶＴと彼らの家族に提供されるソーシャルワーク・サービスの最高の質を更に推進すること。
⑤ＳＭとＶＴと彼らの家族とのソーシャルワークに関する、継続した教育に関わる教材とプログラム制作のた
めの基盤を提供すること。
⑥この集団に提供されるソーシャルワーク・サービスが、ＮASW（2008）の倫理規定に従っていることを保
証すること。
⑦ＳＭとＶＴと彼らの家族の機会と課題に関連した公共政策（州と連邦のレベル）の提案と改良へのソーシャ
ルワーカーの参加を奨励すること。
⑧実践領域および視点にかかわらず、この集団のニーズに対して専門の範囲で応える重要性を、全てのソー
シャルワーカーに知らせ指導すること。
⑨専門家達と外部の関係者に、ＳＭとＶＴと彼らの家族のための生涯にわたる、精神面･身体面の健康、保健、
ソーシャルワーク・サービスと権利擁護の主要な提供者として、ソーシャルワークを広めるだけでなく、
専門内でのソーシャルワークを促進すること。
Ⅱ－４．考察
以上､本稿ではアメリカにおけるMilSWの先行研究をもとにその定義･概要ならびにﾊﾙ4s〃駒α"ぬ'zﾒs/br‘Sbcjaノ
恥rkPmc"ceMﾉ"ﾙSどrWces,姥/αﾉ｡α"s,＆７ﾙe〃Ｒａ"7"jesの（１）Introduction・Definitions・GuidingPrinciples・Goals
を題材に、MilSWの全体像およびMilSWerの養成・活動概要について論究を行ったが、それは限られた資料に
よるものであり不十分な点があることも否定できない。
しかしながら、上記の論究により、我が国では現段階では十分な実践・研究活動の蓄積が見られない保安職
業従事者（特に自衛官）とその家族を対象とした「職業生活」の場におけるソーシャルワークに関し検討を進
めるに際しては、先ず何よりも彼らが所属する職業集団の環境とその特徴ならびに業務内容の固有性等を十分
に把握・理解・尊重する必要性があることが推究されると言えよう。
その一方で、本稿で参考としたMilSWの先行研究ならびにNASWのガイドラインは、いずれも米国ならびに
アメリカ軍というシステムにおけるものである。そのため、本研究で整理し明らかとなった事項が、直ちに我
が国における保安職業従事者（特に自衛官）とその家族への支援に直結させることついては、慎重に検討する
必要があるとも考える。
だがしかし、Militalyであるアメリカ軍と同一の組織ではないが、MilitaIyが担う「国民の生命・財産を守り
安全保障に携わる」と同等の役割・機能を有する保安職業従事者の集団である自衛隊において、今後、自衛官
とその家族へのより専門的なソーシャルワーク実践の必要性が高じた場合、上記で整理したようなＮASWのガ
イドラインは、自衛隊の中で活動する支援者（医療・心理専門職等）だけではなく、既に各地域において自衛
官とその家族の支援に関わる支援者の支援活動についても指針になると言えよう。
特に、冒頭でも示したように平和安全法制関連２法の施行と新たに始まった「駆け付け警護」等の活動と、
それに伴う訓練の実施という業務内容の大きな変化による自衛官とその家族への影響については、現時点では
不透明ではあるものの、少なからず現状以上にハイリスク･ハイストレスな場面が発生することが懸念される。
このようなことから、アメリカのMilSWの活動概要ならびにNASWのガイドラインで示されたMilSWerの活動
の実際及び期待される支援活動の範囲とその際に必要とされる知識・技術等は、今後の自衛隊の業務内容の変
化に伴い自衛官とその家族が直面する可能性のある状況ならびに生活課題について、予防的に検討を進める際
の一助になると考えられる。
なお、より具体的なMilSWerの活動の概要と、それに基づく我が国の保安業務従事者（特に自衛官）とその
家族への支援活動におけるそれらの活用に関するより具体的な論考については、次稿以降で行うものとする。
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Ⅲ結論
本稿で保安職業従事者（特に自衛官）とその家族を対象とした「職業生活」の場におけるソーシャルワーク
の試論を展開する際に参考としたMilSWは、まぎれもなくソーシャルワークの原理･原則に即した活動であり、
そこで展開されている実践活動と活用されている知識･技術は、確かに我が国には存在しないMilitaryという場
において活用されているものであるが、類似する機能・役割を有している自衛隊とそこで日々、重要な任務な
らびに訓練に従事している自衛官と彼らをとりまく家族が、ソーシャルワークに基盤を置く支援が必要とされ
た際に有用であると推究される。
現時点で我が国では、保安職業従事者（特に自衛官）とその家族に特化したソーシャルワークを展開する際
の体系的な知識．技術ならびに専門職養成課程は整備されていないが、我が国のソーシャルワーク発展の歴史
的変遷、例えばスクールソーシャルワークの実践が定着しなおかつスクールソーシャルワーカーの養成課程が
整備されたように、クライエント及びその家族を取り巻く環境・生活の場（ここでは職業生活の場も含む）の
｢固有性」に配慮ならびに特化したソーシャルワーク実践が構築されていく可能性は期待できると考えられる。
なお、本稿ならびに次稿で明らかにするMilSWに関する知見および知識・技術等は、他の保安職業従事者と
その家族へのソーシャルワークについても応用できる可能は高いと類推される。そこで、次稿以降において具
体的に、MilSWに関する知見および知識・技術等を基盤とした、保安職業従事者（特に自衛官）の職場環境お
よび業務内容の固有性と、それが家族にあたえる影響を考慮したソーシャルワーク実践の展望について論究を
行う予定である。
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ここでいう「職業生活」とは、労働者として職場等で活動する労働時間帯のみをしめすものではなく、稼得に直接的にはつながらない
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が、それに影響を及ぼす時間も考慮したものとして用いる。また本研究では「職業生活」に影響を及ぼすものとして、①職務内容、②
職業に固有の文化性、③職業を取り巻く社会的情勢、④①②③の影瀞を受けた職業従事者本人および彼らを取り巻く人々ならびに環境
との関係性、の4つの要因を勘案し論究を行う。なお、我が国においても、本稿で論究の対象としている「職業生活」の場におけるソー
シャルワークに関連し、近年、丸目（2015）および皆月（2017）らをはじめとして「産業ソーシャルワーク」という視点からの実践･先
行研究が複数確認される。しかしながら、他のソーシャルワーク実践領域のそれらと比較すると、支援対象等に関する論的整理の蓄積
は十分ではない点も見られるため、本稿ではより幅広い視点からの論究を行うことを目的とし、「職業生活」の場におけるソーシャル
ワークという、表現を用い論究を行う。
日本標準職業分類は、統計を職業別に表示するために、個人が従事している仕邪の類似性に藩目して区分し、それを体系的に分類する
ものであり、国勢調交・就業構造基本調査・学校基本調査等の各種統計ならびに職業紹介関係業務に用いる職業分類の基礎資料として
も用いられている。
南スーダンの国連平和維持活動（PKO）に当たってきた陸自施設隊は､５月27日までに股後の派過部隊となった11次隊が帰国を完了した。
自衛隊のPKO施設部隊としては過去鐙大規模の実裁を残し、過去般長5年４ケ月におよんだ活動が終了した（朝雲新聞2017年６月１日号)。
MilitaIyにおいて、訓練や実際の任務（Mission）のために、個人または部隊ごとに本拠地から他の地域（国内外）に移動し配置されるこ
とであり、その任務は戦闘活動または事故・災害への対応が考えられ、それらは通常、永続的なものではなく、原則として本拠地に帰
還する活動。
①NASWStandardsfbrSocialWOrkPracticeinChildWelflre．②NASWS1andardsIbrSocialWbrkPmcticewithClientswilhSubstanceUse
Disorders．③NASWStandardsfbrSocialWbrkCaseManagement.④BestPracticeStandardsinSocialWOrkSupewision.⑤GuidelinesfbrSocial
WOrkerSa舵1yinlheWOrkplace．⑥NASWStandardsibrSchooISocialWOrkServices.⑦NASWStandardsfbrSociaIWOrkwithServiceMembers，
Veterans,＆TheirFamilies．③NASWStamdardsfbrSocialWbrkPraclicewithFamilyCaregiversofOlderAdults．⑨NASWIndicatorsfbrIhe
AchievememoftheNASWStandardsfbrCulturalCompetenceinSociaIWbrkPractice．⑩NASWS1andardsfbrClinicalSocialWOrkinSocialWOrk
Practice．⑪NASWandASWBStandardsin庇chnologyandSocialWOrkPractice．⑫NASWStandardsfbrSociaIWbrkPracticeinHealthCare
Setlings．⑬NASWStandardsfbrSocialWbrkPracticeinPalliativeandEndofLi他Care．⑭NASWStandardsfbrlhePracticeofSocialWbrkwith
AdoIescents．⑮NASWStandardsfbrContinuingEducationandtheSocialWbrkPro企ssion．⑯NASWStandardsfbrSocialWOrkServicesinLong‐
庇rmCareFacilities.⑰NASWStandardsfbrlntegmtingGeneticsinloSocialWbrkPractice.⑱NASWStandardsfbrCulturalCompetenceinSocial
WOrkPractice．⑲NASWStandardsIbrSocialWbrkPracticeinHeallhCareSetlingｓ
ここで解説されている用語の一覧は次のとおりである．Clienl，ＤＯＤ（ＵＳ,DepartmentofDe企､Sc)、Family、ServiceMember，SociaIWbrk
Services，SocialWOrker、ＶＡ（USDepanmentofVTA腕irs)、Vbteran（NASW2012：７－１０）
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AConsoderationofSocialWOrk
fbrSecurityworkersandtheirfamilies．
BasedonthepresentstateoftheMilitarySocialWOrk
andthetrainingcourseoftheUnitedStates
ＫｅｎｇｏＴＡＮＡＫＡ
Thisstudyrelatestothesocialworkintheworkplacewhichisgraduallybeingputintopracticeandhavingitsresearch
resultsconfirmedinourcountry.Ｔｾlkingintoaccountourcountry，srecentcircumstances,thestudyfbcusedparticularlyon
socialworkaimedatdefenseindustryworkers，ａｎｄＳｅlfDefmseForcesmembersandtheirfamiliesaboveall，
specificallyうitdevelopsatentativeproposalregardingthepossibilityandprospectsfbrourcountrytomakepracticaluse
oflheexpertisenecessarytodevelopMilitarySocialWOrk,whichhasbeenmadeclearbyunderstandingtheUnited
States，MilitaIySocialWbrkoutline,andthepresentconditionofMilitaIySocialWbrkers，training,Theinvestigationis
comprisedof3parts:amoreconcreteessayonthedevelopmentofsocialworkfbrmilitaIyservicemembersandtheir
familieswillbecarriedoutinsubsequentversions．
ＫｅｙＷ０ｒｄｓ:SecurityworkersMilitarySocialWOrkMilitarySocialWOrker
